
 飛んだのは飛行機だけど

ニューラスベガスマラソンツアー

 　フル１００回楽走会のツアーで、ニューラスベガスマラソンに行ってきた。これが海外大会デビュー、といって

も大会参加が目的ではなく、観光めあて。通常のツアーと同一料金で全食事、観光つきなのでお得。ぶっそう

なアメリカもみんなで行けば怖くない！

　成田集合が３日（土曜）の１２：５５。出発は１５時ごろ。大韓航空なので、さっそくビビンバが出てきた。ワイン

もたっぷり飲んで、まだ夕方だけど、機内は夜中モードになり爆睡。そしていつもの夕食時の２３時ごろ、朝飯で

起こされ、外はたしかに朝で、ロス着。時計をなおさなくちゃ。土曜がもう１日で得した気分。

　入国手続き（指紋や目の写真をとられる）も搭乗手続きも検問もめんどくさいし、アメリカの空港は公安関係み

たいなおっかない雰囲気の職員ばかり。客商売じゃないんだね。でもみんなで通れば怖くない。ピンク集団はそ

んなロスの空港を闊歩。ラスベガスに着いたらびっくり、さっそく空港からスロットマシンが並ぶ。へ～。

　現地時間で昼の１２時。体を動かしていないのにもう空腹。でも昼食はお預け、まず貸し切りバスで明日の

コース下見。郊外にはコンビニあり、買い食いするぞ。ワインとビールの店、いいねえ。Jack in the Boxという

ファーストフード店も興味ある。マンダレイベイホテルで大会受付。ホテルの中がすごい。ホールというより広場

にゲームマシン、カジノが並ぶのはいかにもラスベガス、でも今のラスベガスはそれだけではない。ファミリー向

けに変貌をとげたのがウリで、すべてがテーマパーク。ホテルの中はそれぞれ特徴を出した街並み。室内であ

ることを忘れてしまう。そしてデカイ。延々歩いていつの間にか隣のホテル、ルクソールに入っていた。ここはエ

ジプトの史跡の雰囲気。
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　ルクソールの中のレストランで食べ放題のランチ。もう１６時だからすぐ夕食なのに、なかなか種類豊富で

ケーキまで別腹におさめてしまった。外に出ると、もう夜。イルミネーションが美しい。ラブホみたいなお城。でも

ちゃんとした高級ホテル。ＮＹの街並みを模したニューヨークニューヨーク。このホテルは要の交差点にあるた

め、街を歩くたびに通り抜けるスポットとなった。

　泊まったホテルは中心街から２ブロック入った静かな南国風リゾート。夕食は近くのレストランで超特大（アメリ

カでは普通）のステーキ。でも、ビールだけ持ってきてコップがなかなかこないし、全員分できあがるまで食事を

運んでこないから、ずーっとつまみなしで飲んで、ステーキは冷めて固い。アメリカ人は、ちゃっちゃか働けない

んだね。

　さてマラソンのスタートは６時。なので起床はやたら早い。おにぎり２個が出たが、塩気が全くなくびっくり。

　スタートはお祭りで、にぎやか。参加１万人、こういう大規模なのにでるのは久しぶり。まだ暗い中、花火に見

送られスタート。

　学芸大２４時間で脚を壊してから全然走ってないし、６時間めいっぱいかけて楽しむつもり。まず市街地のホ

テルウォッチング。ピラミッドはルクソール。自由の女神とマンハッタンをジェットコースターが縫うＮＹＮＹ。しばら

くはニューヨークの街並みが続く。中心街の右手にアラビア風のホテルアラジン、ついで凱旋門とエッフェル塔

が現れる。
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　ショッピング街や大カジノの繁華街、向かいのホテルでは噴水ショー。こんどは爆発音が轟く。ミラージュの火

山噴火ショーだ。大テントの前にピエロのあるサーカスサーカス、あさってはここのショーを見に来る。空き地は

新ホテル建設予定か。まだまだ開発が進む。１０年前にこの大会に来た仲間は、そのころは田舎町で、隣町か

ら何もない砂漠を走ってラスベガスにゴールするコースだったとか。応援で投げ縄ショーをやっていた。この大

会でフル２００回達成のＫ松さんも遊びまくっている。

 ちょっと街外れの雰囲気になってきた。この辺のモーテルは安い。南国風の並木道が続く。そういえば日本よ

りずっと暖かい。チャペルにはこの大会を結婚式にするペアーが何組も集まっていた。

 　このアーケードがもともとの中心街、ダウンタウン。バンド演奏の応援が。ハイウェイをくぐると、いきなり砂

漠。みなさん、いっせいに道端に。女性もなのだ！びっくり。でも旅がらすは真似しません。コンビニに入りまし

た。

　日本と同じampm。ここで１．２９＄でパンをかったけど、でかくてずっしり。ほかの狙ってた物食い損なった。コ

ンビニのお姉ちゃんに写真撮らせてと言ったら大はしゃぎで集まってきた。 
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　郊外でも賑やかな応援は続く。ゴスペルのおじさんにちょっと混ぜてもらった。向こうの山のずっと奥がグラン

ドキャニオンかな。砂漠の中に住宅地の開発が進んでいる。昔はタダ同然だった土地がずいぶん値上がりして

るとか。子ども達の応援も多い。ブロックごとに雰囲気の違う街並みが造られている。砂漠の中なのに、緑が多

くきれいだ。

 　塀の上から、屋根の上から応援がある。イメージしてたアメリカの街とちがって高い塀で囲まれているのが多

いのは砂漠の風や砂のため？それとも治安？個人の家のガレージセールも規模が大きい。クリスマスの飾りも

大きい。巨大リースは真似することにした。 

 　１マイルごとに給水があるが、水とスポーツドリンクだけ。パンも食べ終わったので、このサンタさんからドー

ナッツをゲット。市街地に近づいても住宅街は広々している。残り１０キロきったあたりか、街まで５分をウリにし

た看板が。

　仲間のほとんどが先にいってしまった。ゴールは華やかなゲートの先。５時間２０分くらい。脚の壊れたところ
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と、それをかばった反対脚がハーフあたりで痛んだが、だましていたら治まり、あとはなんでもない。これで宮古

島への練習ができそう。ピンク集団でしばらくはしゃいでいたが、風が寒くなってきたので宿泊ホテルへ。 

　いつも貧乏旅行の旅がらすには珍しいしゃれたリゾートホテル。２人用の部屋のでかさに感激。寝室はダブル

ベッドが２つ、バスルームもリビングも広く、キッチンまでついている。ランのあとの昼食は特大サンドイッチ。写

真撮る前に食べてしまったが、ギブアップした残り３分の一で３５０ｍｍ缶の大きさ。夕食はＮＹＮＹの中のレスト

ランで中華。これは日本で食べる中華のほうが品数、味とも数段上。

　今回買い物ツアーではないので、ショッピングタイムがない。ブランド物に無関心な旅がらすだが、現地の安

い食料がほしい。近くのコンビニまでならＯＫがでて、Ｔ田さん、Ｆ橋さん、Ｔ中さんと繰り出す。空港よりはずっと

安いけど、どうなんかなー。

　５日は今回で一番の楽しみ、グランドキャニオン。小さなプロペラ機で飛ぶ。危険度は、旅がらす運転の高速

道路よりずっとましなはず。砂漠、土漠の山々を越え、いつのまにか森が広がっている。空港からバスで展望

ポイントへ。

　ロッジを通り抜けると、絶壁の上。谷の向こうにも延々と北縁の絶壁が３００キロだか、続いている。壮観！！

絶壁に沿った遊歩道を少し散策。
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　またバスでもう一つの展望ポイントに。こちらからは、コロラド川の流れが一部見下ろせる。絶壁の上からコロ

ラド川まで標高差１５００ｍ、いくつかのトレイルがある。歩きたいなー。また来なくちゃ。

　岩また岩の無機質な光景に、今日はピンクの花盛り。

　中央写真の植物は、丈夫な繊維を持ち、先住民がかつてロープや布造りに使った。テキーラの原料でもあ

る。右の松の一種はジンの原料。

　またまた食べ放題の昼食で食べすぎたあと、飛行機に。えー、もう終わり？と思ったらこの飛行機が圧巻。ス

ケールの大きすぎるグランドキャニオンは空から見るもの。全員窓際席、日本語解説付き。右の写真の谷底が

コロラド川。

　超大きなフーバーダムでせきとめられた超大きなミード湖の上を何十分も飛び、山頂より低い低空飛行で山

脈をすり抜けると、突如、盆地一面住宅地が広がるラスベガスだった。山裾まで家が並ぶのは日本と同じだ

なーって思うけど、整然とした、緑の多い街並みはアメリカ！
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　これが飛行機を操った副操縦士さん。一目ぼれしてナンパに夢中になり荷物を忘れた人も。（最後にツー

ショットはりつけておくね）

　夕食はＮＹＮＹのレストランでイタリアン。ランナーは食欲旺盛なので、写真撮るまえに食べちゃった。ここのワ

インは高いので、買出し部隊で部屋飲みを用意。それに便乗してスーパーに行ったら感激。地元のお菓子が安

い安い。けっしておいしそうじゃないけど、そこがアメリカらしくていい。１箱１．２９＄の徳用菓子をいくつも買っ

てしまった。

　６日朝も同様の買出し便乗ショッピング。朝日に映えるＮＹＮＹもなかなかいい。

　６日は市内ウォーキング観光。まず、午前中はカジノホテルに入って体験。といってもカジノは敷居が高いの

でマシンで。旅がらすは名前に反して賭け事苦手、１＄だけ投資して飽きてしまい、ライオン見物。

　モノレールで市街の反対端、タワーに。てっぺんに絶叫マシンが。フリーフォールと空中ブランコに数名がチャ

レンジ。旅がらすはこういうのは大の苦手。高速道路もシースルーエレベーターもだめなくらいなんだから。チャ

レンジャーたちは大はしゃぎで、降りた後の感想も、「面白かった」。

　そこから歩いて観光。サーカスサーカスの無料ショーは、前座程度で終わってしまった。やはり、カネ出さない

とだめかな。ミラージュの噴火ショーもまた見た。時間通り始まらず散々待たされ、寒くなってしまった。
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　最終日の夕食はエッフェル塔の下のホテルパリスで。中はパリの街並み。写真のモード間違えて暗いね。で

も、バッテリー切れとなり、取り直しもできずデジカメおしまい。ここの夕食も品数多く、おいしかった。またまた食

べすぎ～。

　観光も食事も充実した、楽しい楽しい海外旅行の休日もあっという間に終わり。７日水曜日早朝、ラスベガス

を発ってアメリカの空港の検問にうんざりしながら帰路に着く。帰りも大韓航空で、ビビンバ、ワイン。外はずっと

昼。いつまでも日が暮れず、そのまま夕方成田に着いたのに、もう木曜日の夕方。つまり明日はもう金曜だ。旅

行中仕事は休んでいるのだから関係ないのに、なぜか、土曜が２日続いて平日が１日消えてしまうこの時差は

得した気分になる。

　気のあった仲間とのツアーはすべてに盛り上がって、ほんとうに楽しい。貧乏旅行と違っていいホテルに泊ま

れるし、いいもの食べられるし、不安がないし。でもね、６日間で正味３日半しか現地ですごせないのは、やは

り、もったいないね。自由の身になって、月単位で海外を楽しむ日を夢みているけど。  

飛べ旅がらすに戻る　 からっ風の丘からTOPに戻る 旅がらすな日々（日記ブログへ）
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